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１　収支計画 （単位：百万円）

区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(b)－(a) 備考

費用の部 3,760 3,889 129

　経常費用 3,760 3,889 129

　　業務費 3,183 3,341 158

　　　　教育研究経費 411 395 △ 16

　　　　診療経費 821 861 40

　　　　受託研究費等 7 11 4 （注１）

　　　　人件費 1,943 2,073 129

　　一般管理費 565 536 △ 29

　　　（うち　減価償却費） (295) (295) △0

　　財務費用 10 10 △0

　　雑損 - 0 0

　臨時損失 0 0 0

収益の部 3,615 3,827 212

　経常収益 3,615 3,826 210

　　　運営費交付金収益 1,628 1,789 161

　　　授業料収益 407 409 1

　　　入学金収益 65 64 △0

　　　検定料収益 8 10 2 （注２）

　　　附属病院収益 1,250 1,267 17

　　　受託研究等収益 9 13 4 （注３）

　　　補助金等収益 63 61 △ 2

　　　寄附金収益 19 40 20 （注４）

　　　財務収益 0 0 0

　　　長期繰延補助金等 113 115 2

　　　雑益 49 50 1

　臨時利益 0 1 1 （注５）

当期純利益 △ 144 △ 61 82

当期総利益 △ 144 △ 61 82

（注記）　記載金額は百万円単位とし、表示単位未満については切り捨て表示しています。
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○予算額と決算額の主な差異について 
 
（注１） 受託研究費等については、受託研究等の獲得金額が当初見込みを上回

ったことで、受託研究費を財源とした支出が増加したことにより、予

算金額に比して４百万円増加しました。 
 
（注２） 検定料収益については、入学志願者が当初見込みを上回ったことによ 

り、予算金額に比して２百万円増加しました。 
 
（注３） 受託研究等収益については、受託研究等の獲得金額が当初見込みを上

回ったことで受託研究費等を財源とした支出が増加し、それに伴って

収益化額が増加したことにより、予算金額に比して４百万円増加しま

した。 
 
（注４） 寄附金収益については、寄附金の獲得金額が当初見込みを上回ったこ

とで寄附金を財源とした支出が増加し、それに伴って収益化額が増加

したことにより、予算金額に比して２０百万円増加しました。 
 
（注５） 臨時利益については、附属病院の賠償保険金として１百万円計上され

たことにより、予算金額に比して１百万円増加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



２　資金計画 （単位：百万円）

区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(b)－(a) 備考

資金支出 3,975 4,209 234

　業務活動による支出 3,389 3,499 109 （注１）

　投資活動による支出 170 171 1 （注２）

　財務活動による支出 111 119 8

　翌年度への繰越金 304 419 114

資金収入 3,975 4,209 234

　業務活動による収入 3,591 3,799 208

　　　運営費交付金収入 1,628 1,827 199 （注３）

　　　授業料収入 342 330 △ 12

　　　入学金収入 65 64 △0

　　　検定料収入 8 10 2 （注４）

　　　附属病院収入 1,250 1,267 17

　　　受託研究等収入 9 20 11 （注５）

　　　補助金等収入 218 205 △ 12 （注６）

　　　寄附金収入 19 20 0

　　　その他の収入 49 52 2

　投資活動による収入 0 0 0

　財務活動による収入 - - -

　前年度からの繰越金 384 409 25

（注記）　記載金額は百万円単位とし、表示単位未満については切り捨て表示しています。
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○予算額と決算額の主な差異について 

 
（注３）運営費交付金収入については、運営費交付金の交付決定額の変更に伴

い、予算金額に比して１９９百万円増加しました。 

 
（注４）検定料収入については、入学志願者が当初見込みを上回ったことによ 

り、予算金額に比して２百万円増加しました。 

 
（注５）受託研究等収入については、受託研究等の獲得金額が当初見込みを上

回ったことにより、予算金額に比して１１百万円増加しました。 

 
 
○キャッシュ・フロー計算書の額と決算額の主な差異について 

 
（注１）業務活動による支出の決算額は、キャッシュ・フロー計算書の額 

３，５６０百万円に、当期末未払金２３６百万円を加算し、 
前期末未払金２９６百万円を減算して算出しています。 

 
（注２）投資活動による支出の決算額は、キャッシュ・フロー計算書の額 

１９６百万円に、当期末未払金６９百万円を加算し、 
前期末未払金９４百万円を減算して算出しています。 

 
（注６）補助金等収入の決算額は、キャッシュ・フロー計算書の額 

３０２百万円に、当期末未収金７１百万円を加算し、 
前期末未収金１６９百万円を減算して算出しています。 


